


はじめに

職場の風通しを良くするために，
イベントを上手に活用しよう

職場の「風通しを良くする」ためには，個人のコミュニケーション能

力を上げることが肝心だと考える人が多いと思います。たしかに，現場

で直面するリーダーとメンバーや，メンバー間における問題の多くは，

「コミュニケーション」に起因することが少なくありません。

では，個人のコミュニケーション能力が向上すれば，職場の風通しは

良くなるでしょうか。答えは，Yes でありNoです。

たとえば，交通事故が多発する交差点や道路を思い浮かべてみてくだ

さい。ドライバーの運転技術が向上すれば，事故はなくなるでしょうか。

もちろん，少なくはなるでしょうが，根絶はむずかしいはずです。カー

ブの角度・道幅・遮蔽物の撤去など，道路の構造そのものを見直さなけ

れば事故はなくなりません。同じことが職場にもいえます。

個人のコミュニケーション能力の向上・改善のための努力とともに，

職場の構成員が一丸となって目的達成に向かえるような「考え方／意識

／心の流れ」を導く組織構造（システム）を兼ね備えていなければ，継

続的に成果をあげ続けることはむずかしいのです。

本テキストにおいて，個人の「違い」に注目したコミュニケーション

能力の向上・改善だけではなく，組織について多くのページを割いたの

は，その視点を持って職場を見直していただきたいと考えたからです。

第１章では，職場の“ギスギス感”の原因を多くの視点から考えます。

第２章では，「対人コミュニケーション」の能力向上・改善のポイント

を提示しています。第３章では，人と人をつなぐためのアイデアについ

て学びます。第４章では，「風通しを良くするためのイベント」の具体

的なすすめ方を紹介しています。

本テキストから，職場の風通しを良くするための自職場に合ったイベ

ントとその活用の仕方を見つけてください。
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第1章
いま職場で発生している
“ギスギス感”の原因



1 聞き取り調査から見えてきた
「ギスギスした職場」の現状

「ギスギスした職場」とは

「ギスギスした職場」と聞いて，あなたはどのようなイメージを持つ

でしょうか。私が考えるギスギスした職場とは，

�自分の仕事さえこなせばよく，他人のことなど構っていられない

�他人のミスは許さない一方で，自分のミスは誰かのせいにしたがる

といった，他人に協力するのは損だという雰囲気に満ちた，自己本位で

とげとげしい職場です。

これでは，朝，仕事に向かおうとしても足取りが重くなり，職場では

挨拶をしないばかりか，できるだけ誰とも目を合わせないようにして，

早く帰りたくて仕方がないという，居心地の悪い職場になってしまうの

も無理はないでしょう。

私は今回，本テキストを執筆するにあたって，日本を代表するメーカ

ー・金融・通信サービス・教育サービス・大型小売業などに職場の“ギ

スギス感”に関する聞き取り調査を実施しました。その結果として，９

割の企業は職場に“ギスギス感”を感じたことがあり，その解決に取り

組んだ経験を持っていることがわかりました。

職場で“ギスギス感”を感じるとき

それでは，「職場で“ギスギス感”を感じるのはどのようなときです

か？」に対する回答を紹介しましょう。あなたの職場では，このような

ことはないでしょうか。

�同じ部門内であっても，挨拶さえ交わさないでいるとき

�そもそも相手の仕事に関心がない

�自分の仕事に支障がなければそれでいいという雰囲気がある

ギスギスした職場

自己本位
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�部門間の接触がほとんどなく，仕事上のコンタクトさえとれた

ら，あとは関わりたくないと思っている人が多い

�職場の目標が一人歩きし，次第に達成意欲が消えて「どうでもい

い」という気持ちになり，否定的な言葉ばかり出てきたとき

�相手の考え方ややり方を認めず否定ばかりしている間に，当人同

士だけではなく，周囲の人間までもがギクシャクしはじめたとき

�仕事が立て込んで余裕がなくなり，周囲に構っていられないとき

�ウマが合わない相手と仕事をしなければならないとき

�日ごろから思っていることが言いにくく，職場に閉塞感が漂って

いる

�上司とうまくいかず，中間管理職が板ばさみになっている

�メンバーの入れ替えなど，職場に大きな変化があって混乱が収ま

らないときに，上司が聞く耳を持たないとき

�お互いに「言っていることがわからない」と言い，理解しようと

もせず，投げやりになっているイラダチが周囲に向けられたとき

“ギスギス感”の原因

聞き取り調査を整理すると，職場の“ギスギス感”は次のことが原因

になっていることが見えてきました。

�相手に無関心

�自分さえよければよく，人に関わりたくないという気持ちがある

�相手を理解し，まずは受け入れようとする他者理解の心が足りな

い

�職場のコミュニケーションが機能していない

�世代間のギャップが大きい

�縦割り組織

�組織の価値観を共有できない人間同士の不信感
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